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【文部科学省委託事業】
発達障害のある児童生徒等に対する支援事業
（効果的かつ効率的な巡回指導の実施に向けたモデル構築事業）

成果報告会発表資料
～ 今年度までの事業実施状況と今後の展望 ～

愛媛県教育委員会

指導主事 橋口 信子【発表者】

令和８年１月２７日（火）

【団体名】
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事業背景等・事業目標１

事業目的

本県では、小・中学校で通級による指導を受ける児童生徒数が令和７年度までの10年で、約1.４倍と増加する中、
自校通級を中心に充実を図り、令和７年度は115教室を設置している。しかし、小規模の学校では、対象児童生徒数
が少ないため、他校通級を選ばざるを得ない状況もあり、事業開始前の令和４年度は26.9％の児童生徒が他校通級
であった。また、通級による指導担当教員の47％が経験年数15年以上であり、重ねてこの経験豊富な担当教員が退
職期を迎えるため、経験の浅い教員の専門性向上に有効なOJTが必要となっている。

（効果的かつ効率的な巡回指導の実施に向けたモデル構築事業）

発達障害のある児童生徒等に対する支援事業

愛媛県教育委員会

事業背景・自治体における課題

事業目標

課題

〇 地理的条件や地域の実情によって特別な教育的支援が必要な児童生徒が支援を受けることが
できていないこと

〇 他校通級を利用するための移動が本人・保護者にとって大きな負担となっていること
〇 経験年数が浅い指導担当教員の専門性の向上が必要

特別な教育的支援が必要な児童生徒が、必要に応じて適切な指導を受けられるように、通級指
導教室の未設置校において効果的かつ効率的な巡回指導を実施するためのモデル構築に向けた取
組を行う。

〇 巡回指導担当者と巡回先の学校との連携体制を構築する。
〇 継続可能な巡回指導の在り方を検討・実証し、体制整備を行う。

事業背景
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運営協議会

構成人数 ８ 名

外部専門家

開催回数 ３ 回

４ 名

【内 訳】

〇 大学関係者：

２ 名

１ 名

〇 学校関係者：

〇 関係分野関係者：

（医療・福祉分野など）

１ 名

配置人数 １ 名

主な経歴・専門分野等

配置計画・活動内容

人数 １ 名

主な経歴・専門分野等

活動内容

発達障害のある児童生徒等に対する支援事業

２ 事業実施体制 （効果的かつ効率的な巡回指導の実施に向けたモデル構築事業）

愛媛県教育委員会

（令和７年度）

【開催時期】
①令和７年６月、②同年10月、
③令和８年２月（予定）

専門家の活用巡回指導SV

〇 事業全体を統括
〇 運営協議会においての指導・助言
〇 年間約17回派遣(巡回指導開始市町

及びモデル校対象)
・県立特別支援学校の巡回先学校の体制

整備の検討
・市町教育委員会等への助言
・通級指導教室担当教員の専門性向上

への助言
・特別支援教育地域リーダーの活動へ

の助言

元特別支援学校教頭 愛媛大学教育学部教授

専門家の立場から、事業推進に関
わる協議や研究成果の分析を「運営
協議会」において行う。

運営協議会を設置するとともに、巡回指導スーパーバイザー（以下、「巡回指導SV」という。）を配置し、特別支援教育地域リーダーを活用しな
がら、事業に取り組む。さらにモデル地域は、巡回指導アドバイザー（以下、「巡回指導AD」という。）及び専門家を配置し事業実施にあたる。
巡回指導SVは、事業全体を統括するとともに、事業の周知や体制整備のための助言をする。巡回指導SV及び巡回指導ADは、通級による指導担当教
員の指導や巡回先校の体制整備等について指導・助言する。また、特別支援教育地域リーダーは事業内容を把握し、通級未設置地域等での理解啓発
を行う。これらのことを実施し、事業推進のための支援体制の構築を図る。

※本県では運営協議会を巡回指導モデル検討会議
と名している。
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① 巡回通級指導モデル検討会議（運営協議
会）の開催

② 巡回指導SVによる指導・助言
③ 宇和特別支援学校（聴覚障がい部門）に

おける巡回指導及び松山盲学校における巡
回相談の実践

④ 通級による指導担当教員の育成
⑤ 巡回指導AD及び専門家による指導・助言
⑥ 今治市における巡回指導の検討・実証
⑦ 今治市通級指導教室部会の開催

〇 研修会
〇 研究協議 等

３ 取組概要・成果
発達障害のある児童生徒等に対する支援事業

愛媛県教育委員会

（効果的かつ効率的な巡回指導の実施に向けたモデル構築事業）

事業フェーズ（事業実施概要）

事業１年目（令和５年度） 事業２年目（令和６年度） 事業３年目（令和７年度）

〇 令和５年６月７日、モデル地域である宇和
島市教育委員会において、検討会議委員を招
聘し、初めて巡回通級指導モデル検討会議を
実施した。

〇 令和５年６月20日、県内全通級による指導
担当教員で研修を実施した。

①

②

③

④

④ ⑤

⑥

⑦

〇 令和６年５月～７月頃、モデル地域である
宇和島市の取組をもとに、通級未設置地域で
ある２町において巡回指導SVを派遣し、研究
会を実施した。

〇 令和６年11月12日、県内全通級による指導
担当教員で初めての授業研究、研究協議の研
修を実施した。

〇 令和７年４月から、モデル校である宇和特
別支援学校の取組をもとに、松山盲学校によ
る巡回相談を開始した。

〇 令和７年６月９日、新たなモデル地域であ
る今治市教育委員会において、検討会議委員
を招聘し、巡回通級指導モデル検討会議を実
施した。

モデル校 モデル地域

【令和７年度】
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巡回指導を効果的かつ効率的に
実施するための方法や体制整備等の
検討・実証

巡回通級指導モデル検討会議において、年３回検討会議を開催し、巡回指導についての検討を行った。また、巡回指導SVを
巡回指導及び巡回相談実施校や各市町の研修会にて指導・助言を行うために派遣した。島しょ部を擁する市を新しくモデル地
域とし、前モデル地域の成果と課題及び検討会議での内容をもとに、巡回先校の環境整備や通級指導教室部会での研修による
教員の資質向上、巡回指導担当教員の負担軽減等に取り組んだ。

３ 取組概要・成果

取組内容（詳細）

取組の成果

・センター的機能を有する特別支援学校
の専門性を生かした巡回先校への支援

・特別支援学校教員による通級指導の効
果の検証

〇 令和６年度検討会議による課題をもとに教員の専門性向上を客観評価できる成果物を作成することができた。
〇 巡回指導SVによる指導・助言により、新たに通級指導教室を設置した町及びモデル校における巡回指導の実施体制整備を

充実させることができた。
〇 モデル地域の取組により、島しょ部での巡回指導の実践や、巡回指導AD及び専門家による教員の専門性の向上や負担軽減

を図るためのタブレット端末の利用効果を検証することができた。

（効果的かつ効率的な巡回指導の実施に向けたモデル構築事業）

発達障害のある児童生徒等に対する支援事業

愛媛県教育委員会

⑴

検討会議

巡回指導SVによる指導・助言

モデル地域（今治市）による取組

モデル校による取組

・今年度の取組について
・モデル地域の進捗状況
と今後の取組について
・成果物について

【市町教育委員会に】
・巡回指導における体制整備及び
通級による指導の内容や効果に
ついての指導・助言
【モデル校に】
・巡回先校、拠点校の校内体制
整備についての指導・助言

【巡回指導担当教員の負担軽減】
・タブレット端末による教材・教具の共有
・効率的な巡回ルートの設定
【巡回指導担当教員を取り巻く環境整備】
・兼務発令による身分の明確化
・巡回先校における教室等の

環境整備
【通級指導教室部会】
・「今治市通級指導教室担当者手引」

の作成による巡回指導システムの明確化
・巡回指導AD、専門家による指導・助言

・島しょ部への巡回指導の実践
・タブレット端末を使用した担当教

員の負担軽減
・特別支援学校の専門性を生かした

巡回指導及び巡回指導の効果検証

特色・ポイント

・2年次までの成果を生かした実践
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巡回指導を効果的かつ効率的に
実施するための方法や体制整備等の
検討・実証

３ 取組概要・成果 （効果的かつ効率的な巡回指導の実施に向けたモデル構築事業）

発達障害のある児童生徒等に対する支援事業

愛媛県教育委員会

⑴

【成果物（案）「通級指導担当者手引」】
前モデル地域 成果物

情報提供

現モデル地域 成果物（作成中）

取りまとめたものを、
ガイドブックにして
情報共有する。
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３ 取組概要・成果 （効果的かつ効率的な巡回指導の実施に向けたモデル構築事業）

発達障害のある児童生徒等に対する支援事業

愛媛県教育委員会

⑵ 通級指導担当教員及び指導的立場の
教員等の育成

取組内容（詳細）愛媛県

【１．通級による指導担当教員強化研修会】

通級による指導担当教員の育成のため、自立活動に特化した研修を行った。研修をインプット形式（講義・講演）とアウト
プット形式（研究授業・研究協議）を合わせて実施することで内容の充実を図った。また、指導的立場の教員等を育成するた
め、客観的評価ができる授業評価シート（チェックリスト）を作成した。

月日 内容 対象

6/30 【オンライン】
・事業説明
・授業視聴（前モデル地域中学校教員による）

通級による指導担当教員、
特別支援コーディネーター、

市町教育委員会等

11/12 【参集】
・研究授業、研究協議（モデル校及びモデル地域教員による）

通級による指導担当教員、
特別支援教育地域リーダー等

1/28 【オンライン】
・成果報告
・講 演
「さまざまな児童生徒への個別のニーズに対応する支援のアイデア
〜持続可能な巡回指導へ向けて〜」
講師 東京都杉並区「月森・教育支援相談室」室長 月森 久江 氏

通級による指導担当教員、
巡回相談担当教員、

巡回先校特別支援教育コー
ディネーター、

特別支援教育地域リーダー、
市町教育委員会

【２．成果物作成】
・通級による指導のためのチェックリスト
・「通級による指導のためのチェックリスト」に関連する研修一覧
・自立活動の教材「令和６・７年度第２回通級による指導担当教員専門性

強化研修会 自作資料集」
・「チーム学校」として取り組むための通級による指導ガイドブック 別冊

愛媛県の特色・ポイント

・小学校、中学校、特別支援学
校という多様な校種での指導の
様子を視聴する機会を設けた。

・客観的評価を行うためのチェ
ックリストを研究協議で使用し
ながら試行を重ねた。

【研修会の様子】

研究協議で使用し、特別
支援教育地域リーダーに
よる視点を反映した。

担当者手引
やチェック
リスト、指
導案等を含
み「巡回指
導編」とし
た別冊を作
成する。
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３ 取組概要・成果 （効果的かつ効率的な巡回指導の実施に向けたモデル構築事業）

発達障害のある児童生徒等に対する支援事業

愛媛県教育委員会

⑵ 通級指導担当教員及び指導的立場の
教員等の育成

今治市取組内容（詳細）

今治市の特色・ポイント

通級指導教室部会・担当者研修会（月２～３回）

巡回指導ADや専門家によるア
セスメントの方法や自立活動の
選択、授業の構成についての指
導助言を基に専門性を高めた。
モデル地域として近隣市町に呼
び掛け、合同研修会を行い、技
術を高め合った。

〇 有識者による講義や指導・助言によって、通級による指導の実践的知識を習得することができた。
〇 小学校教員、中学校教員、特別支援学校教員（弱視、難聴）による指導の様子を公開し、他校種の指導を知る機会を設け

ることができた。
〇 通級による指導チェックリストについて検討委員や特別支援教育地域リーダーの専門的な視点を反映することができた。
〇 通級による指導担当教員だけでなく、通常の学級担当教員等が活用できる成果物を作ることができた。

取組の成果

・巡回指導ADや専門家による指導助言
・授業公開、研究協議
・タブレット端末活用による教材、教具の共有

【公開授業の様子（東予地域の関係者と）】

【巡回指導ADによる指導助言】

【巡回指導ADによる指導報告書】
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３ 取組概要・成果 （効果的かつ効率的な巡回指導の実施に向けたモデル構築事業）

発達障害のある児童生徒等に対する支援事業

愛媛県教育委員会

通級指導担当教員及び指導的立場の
教員等の育成

⑵

【成果物（案） 「通級による指導のためのチェックリスト」・「研修一覧」】

通級による指導担当教員の自己評価や指導的立場の教員等による客
観的評価に使用することを目的としたチェックリスト

チェックリスト項目に関連する研修やサイトの紹介

「通級による指導のためのチェックリストに関連する研修一覧（案）」
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３ 取組概要・成果 （効果的かつ効率的な巡回指導の実施に向けたモデル構築事業）

発達障害のある児童生徒等に対する支援事業

愛媛県教育委員会

【成果物「自立活動の教材「令和６・７年度第２回通級による指導担当教員専門性強化研修会 自作資料集」」】

通級指導担当教員及び指導的立場の
教員等の育成

【自作資料の一例】

掲載

⑵
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⑵３ 取組概要・成果 （効果的かつ効率的な巡回指導の実施に向けたモデル構築事業）

発達障害のある児童生徒等に対する支援事業

愛媛県教育委員会

【成果物（案） 「「チーム学校」として取り組むための通級によるガイドブックー巡回指導編ー」」】

通級指導担当教員及び指導的立場の
教員等の育成

別冊を作成中
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３ 取組概要・成果 （効果的かつ効率的な巡回指導の実施に向けたモデル構築事業）

発達障害のある児童生徒等に対する支援事業

愛媛県教育委員会

巡回先となる学校における
校内支援体制の構築

⑶

取組内容（詳細）

特色・ポイント

・巡回先校における研修会の実施
・巡回先校における環境整備
・巡回指導ADによる在籍学級担任

や特別支援教育コーディネーターへ
の具体的な指導・助言

通級指導担当教員が指導に集中
できるよう、巡回先の校内支援体
制の構築に係る指導・助言を行う
専任の専門家を委嘱し、研修等を
行った。

○ 通級による指導での学びを在籍学級で生かす重要性について、専門家による具体的な事例をもとにした講義を行うことで、
巡回先校における支援体制への啓発ができた。

○ 巡回先校に必要な体制整備について、巡回指導を今後受け入れる学校全てで専門家が研修を実施することにより、環境整備
及び通級指導担当教員との連携等の具体的な方法を共有することができた。

○ 巡回先校の通級による指導への理解を図る研修について、委嘱した専門家が担当することで通級指導担当教員は指導に専念
できた。

取組の成果

モデル地域において、通級による指導で行った指導内容を通常の学級で効果的に生かせるよう、巡回先校の教職員の特別支援
教育に対する資質向上のための指導・助言や管理職へ理解啓発を行い、巡回先校の支援体制整備を図った。

【巡回先校における研修会の様子】

【巡回先校における研修会での資料】
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（効果的かつ効率的な巡回指導の実施に向けたモデル構築事業）

発達障害のある児童生徒等に対する支援事業

愛媛県教育委員会

⑷ 巡回先校における教員等の理解啓発

モデル校（松山盲学校・宇和特別支援学校（聴覚障がい部門））において、巡回指導及び巡回相談で行った内容を通常の学
級で効果的に生かせるよう、巡回先校の教職員の特別支援教育に対する資質向上のための指導・助言を行った。また、県主催
の研修会（オンライン）において巡回先校特別支援教育コーディネーターも対象に含め、事業を周知し、巡回指導を行う教員
を支えるための理解啓発を行った。

取組内容（詳細）

特色・ポイント

・通級による指導担当教員による在籍学級の授業参観
・巡回指導及び巡回相談の様子を研修会で公開
・巡回指導SVによる在籍学級担任や管理職への指導・助言

・視覚障がいや聴覚障がいに対する専門的知識と指導経験を有
する教員における指導により巡回先校の教員等へ具体的な指導
助言が可能となった。

・巡回指導SVの訪問により、在籍児童生徒に係る障がい特性
や支援の在り方を管理職が理解する機会を生んだ。

〇 少数障がい種に関しての支援について知識や経験が少ない在籍校教員が、特別支援学校教員による障がい特性を踏まえた
具体的な指導方法や支援を直接見聞きできた。

〇 巡回指導SV訪問時には管理職と話し合える場を設けたことにより、指導対象児童生徒に対する合理的配慮への具体的な方
法を管理職が理解することができた。

取組の成果

３ 取組概要・成果

【特別支援学校
教員による

指導の様子】
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４ 事業成果のまとめ （効果的かつ効率的な巡回指導の実施に向けたモデル構築事業）

発達障害のある児童生徒等に対する支援事業

愛媛県教育委員会

・モデル地域の取組を参考にした巡回指導を開始した地域の増加
・通級による指導担当教員の専門性向上を図るための研修機会の確保、教材・教具の作成
・巡回指導担当教員の負担軽減もつながる巡回先校における体制整備や教員の指導力向上を図る実践

体制整備

モデル地域及びモデル校
の実践を事例に、通級指導
教室未設置校への巡回指導
に係る体制整備を行う。

事業成果（定量的成果・定性的成果）

事業開始前（令和４年度）

事業目標等

①

② 専門性向上

連携

巡回先校においての体制
整備及び教員等の専門性向
上を図り、巡回指導担当教
員との連携を強化する。

通級による指導担当教員
の専門性向上を図る。

③

・通級による指導を担当する全ての教員を対象にした研修を年３回実施
・自作資料のデータベース化
・通級による指導担当教員の専門性を確保するための自己評価や管理職等の参観

視点となるチェックリスト及びチェックリストに基づく研修一覧表の作成

・在籍校において巡回指導担当教員や専門家による研修会の実施
・モデル地域による巡回指導を含む通級による指導の手引の作成と周知
・巡回指導担当教員及び巡回指導SV、巡回指導AD、専門家と巡回先校との連携

による、巡回先校における体制整備や理解啓発の促進

事業終了時点（令和８年1月現在）

愛媛県内20市町中

巡回指導実施地域 １
※通級指導教室未設置地域 ３

愛媛県内20市町中

巡回指導実施地域 １１
※通級指導教室未設置地域 ０

通級指導教室設置特別支援学校 １校 令和８年度から松山盲学校も開始
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５ 今後の展望 （効果的かつ効率的な巡回指導の実施に向けたモデル構築事業）

発達障害のある児童生徒等に対する支援事業

愛媛県教育委員会

・巡回指導未実施地域における助言や情報共有の継続
・小学校及び中学校での実践を生かした高等学校における通級による指導の充実

●●●…
●●●…
●●●…

事業成果の活用・普及等

ガイドブック

モデル地域及びモデル校
での実践を共有し、希望す
るどの地域においても巡回
指導を可能とする取組を支
援する。

作成した教材・教具の周知 成果報告会

本事業で作成したチェッ
クリスト、研修一覧表、自
作資料等を周知するため、
様々な研修会等で紹介して
いくと共に、特別支援教育
地域リーダーに積極的な活
用を促す。

通級指導担当教員等、
通級に関わる関係者に行
う成果報告会の内容を、
Plantにて県内全ての公立
教職員に閲覧可能とし、
事業内容及び成果を共有
する。

今後の課題等

〇 中学校及び高等学校における通級による指導の充実
〇 通級による指導に係る専門性の向上を図るための研修機会の確保
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